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1. まえがき

図１より電圧不感型基準電流源回路の試作と測定を行っ

た結果チップ間の出力電流値にバラツキが発生した.1)こ

のバラツキは L=720nm に限らずすべての Lに対して発生す

ることがわかっている.したがって,このバラツキを対処す

るためのトリミング回路を設計した. 

図 1 電圧不感型基準電流源回路の出力電流のバラツキ 

２．概要 

Rohm0.18 プロセスで設計を行った.トリミング回路につ

いては電圧不感型基準電流源の電流値を決める要因である

図 2の M2 と M1 とのトランジスタサイズ比を MOS スイッチ

用いてトリミングを行うトリミング回路を設計した.本研

究では評価基準である基準値(5uA)±10%,基準値(5uA)±1%

以下を満たすような回路を設計した．トリミング回路を付

ける電圧不感型基準電流源回路については Lの最適値であ

る L=720nm,出力電流値 5uA,抵抗値は R=10KΩである. 

３. 設計・評価方法 

図２においてそれぞれのトランジスタサイズは

M2=M7=W/L  M1=4W/L ,M6=W/2L,M5= W/4L, M4= W/8L,M3= 

3.3W/L（W=28.92um L=720nm）である.S1～S6 は MOS スイッ

チである．トリミングを行う際には M7 に直列につながっ

た MOS スイッチ S6 が ON すると M1 のトランジスタサイズ

4W/L が M7 のトランジスタサイズ W/L 分だけ加算された状

態になるので M0 に対するトランジスタサイズ比が変化す

る.つまり M2 と M1 とのサイズ比は S6 が ON であれば,1：5 

となる．M4,M5,M6 も同様である．また,この回路では入力

V5がOFFではM2とM1のトランジスタサイズ比はM2:M1=1:4

であるが，ON では M2:M1=1:3.3 となる．理由は，本研究の

目的であるトリミング可能範囲である基準値(5uA)-10%を

表現するからである．電流値の測定は抵抗 R=20KΩを用い

て電圧値に変換してその電圧を測定し,オームの法則から

導きだす予定である.図３では実際に設計した回路全体の

レイアウトである. 

 

４．結果  

図４に示す設計した回路の実測結果を示す.出力電流値

がデフォルト値（すべてのスイッチが OFF の状態）では

3.6uA、トリミング可能範囲ではほぼ±10%を満たし，刻み

幅では平均で±1%以下を満たした．しかし，出力において

トリミング前の状態が基準値より-30%程度ずれており，±

10%のトリミング可能範囲では不十分である．原因としては

電圧不感型基準電流源回路に使用する抵抗のバラツキであ

る．また，刻み幅においては幅が均一でなくバラバラであ

った．原因としては，ばらつきやすいトリミング回路を設

計したことである． 

５．結論 

 本研究では，出力を調節できる回路（トリミング回路）

を設計することができた．しかし，回路を設計する上でバ

ラツキを考慮する点が不十分であった． 
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図３全体のレイアウト   図２トリミング回路の回路図 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４設計した回路の実測結果（左：デフォルト値(3.6uA)

から＋9.44% 右：デフォルト値(3.6uA)から-14.17%） 


